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午後３時００分開会 

 

○教育長 ただいまから本年第５回足立区教育委員会

定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

―───────◇──────── 

 

  初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に早川委員、倉橋委員をご指

名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、日程第１を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第２３号議案「足立

区こども未来創造館条例の一部を改正する条例の送

付について」以上。 

○教育長 第２３号議案について、田ヶ谷生涯学習支

援室長から説明をお願いいたします。生涯学習支援

室長。 

○生涯学習支援室長 お手元の資料３ページをお開き

ください。件名、所管部課名は記載のとおりです。 

  今回の改正理由ですが、ギャラクシティは開館２

７年を経過しており、令和７年度・８年度の２カ年

にかけて大規模改修を計画しております。 

現在の指定管理期間が令和４年度で終了するため、

令和５年度からプロポーザルを計画しておりました

が、大規模改修期間前の２年間のみの契約期間では

公募をかけることが困難であると判断いたしました。

これに伴い、指定管理期間を２年間延長する必要が

あるため、規定の整備を行うものでございます。 

  主な改正内容ですが、「教育委員会は、指定管理

者を指定しようとするときは、規則で定めるところ

により公募するものとする。」という部分に、「特

別の事情があると認めた場合を除き、」という文言

を加え、緩和規定を承認するものです。施行年月日

は公布日です。 

  今後の方針ですが、条例改正の議決が得られた際

には、施行規則の改正を行い、指定管理の延長につ

いて選定審査会による審査を実施し、議会での議決

を経て指定管理者を指定いたします。 

  説明は以上です。審議をお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第２３号議案について、ご

意見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願

いいたします。何か質疑はございますでしょうか。

よろしいでしょうか。 

  ないようですので、これより第２３号議案「足立

区こども未来創造館条例の一部を改正する条例の送

付について」を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手

を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり、議決することにいたします。 

 

―───────◇──────── 

 

○教育長 次に、日程第２を議題といたします。教育

政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第２、第２４号議案「区長

の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則 

の一部を改正する規則の送付について」以上。 

○教育長 第２４号議案について、上遠野子ども家庭

部長から説明をお願いいたします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 議案説明資料の６ページをご覧く

ださい。件名、所管部課名は記載のとおりです。 

  まず、改正理由です。子ども・子育て支援法第３

０条の１１に規定される「特定子ども・子育て支援

施設等への指導検査」の実施にあたり、規則の一部

を改正するものです。 

  今回追加となる「特定子ども・子育て支援施設等」
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ですが、中段下の表をご覧ください。区分の１番上

ですが、子ども・子育て支援新制度に移行していな

い私立幼稚園、私立認定こども園、認可外保育施設

等が該当となります。 

  こちらの文言を追加して、今後、施設への指導検

査等を実施していくものです。施行年月日は公布日

です。審議をお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第２４号議案について、ご

意見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願

いいたします。何か質問はございますでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 「特定子ども・子育て支援施設等」の該

当保育施設等が表内に記載されていますが、「子ど

も・子育て支援新制度に移行していない」とは、ど

のような意味でしょうか。具体的な内容を教えてく

ださい。 

○子ども家庭部長 「子ども・子育て支援新制度に移

行していない」とは、いわゆる私立幼稚園のことで

あり、これまでは保護者の方からいただく授業料と

私学助成金等を活用して運営されていた施設です。 

  幼児教育・保育の無償化の流れの中で、公費であ

る給付費を支給することとなり、指導検査を実施す

る組み立てになりました。 

これまで、この施設は指導検査対象になっていな

かったため、今後、指導検査を実施するにあたり、

規則内の文言を整備するものです。 

○教育長 早川委員。 

○早川委員 子どもに関係する施設に大なり小なりの

補助があるのは必要なことであり、その管理が各施

設に任されていることも当然だと思いますが、各種

の問題が起こらないように区側のチェックが必要だ

と考えます。 

○教育長 よろしいでしょうか。ないようですので、

これより第２４号議案「区長の権限に属する事務の

委任等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

の送付について」を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手

をお願いします。 

 

（挙手全員） 

 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり、議決することにいたします。 

 

―───────◇──────── 

 

  次の日程第３、第２５号議案から日程第４、第２

６号議案は足立区教育委員会会議規則第１４条第１

項のただし書による人事に関する事件、その他の事

件でございますので、非公開の会議としたいと思い

ます。 

  お諮りいたします。第２５号議案から第２６号議

案につきまして、非公開とすることに賛成の方の挙

手をお願いいたします。 

 

（挙手全員） 

 

○教育長 挙手全員であります。よって、本議案につ

きましては非公開とさせていただきます。 

  大変申し訳ありません。傍聴人の方、議場より一

旦ご退席をお願いします。 

 

（傍聴者 退室） 

 

────(非公開議案審議中)──── 

 

（傍聴人 入室） 

 

―───────◇──────── 

 

○教育長 次に、日程第５、教育長報告を議題といた

します。 

  今回は、各担当からの報告事項に代えさせていた

だきます。ご質疑等は全ての報告が終了しましたら、

一括でいただくようお願いいたします。それでは
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（１）から（４）について、八尋教育指導課長お願

いします。 

  教育指導課長。 

○教育指導課長 資料８ページをご覧ください。 

  １点目の「キャリア教育施設の利用料助成につい

て」です。所管部課名は記載のとおりです。 

これまで、小中学校ではキャリア教育の一環とし

て、毎年各小中学校で１つの学年がキッザニア東京

または東京グローバルゲートウェイを利用してきま

したが、このたび、キッザニア東京の利用料が値上

げとなりました。具体的な金額は表のとおりですが、

利用料は１７５円アップしております。 

  元々、区では一律２，５００円の補助をしており

ますが、今回の値上げと同額の補助額の増額を行う

ことで、これまでと同様の保護者負担とする内容で

す。 

  続きまして、９ページをご覧ください。２点目の

「小学校社会科副読本『わたしたちの足立』の作成

について」です。 

これまでは、教員の中で委員会を立ち上げて作成

してきましたが、今年度は､前回お伝えしたとおり、

改訂委員会を立ち上げて作業を進めていきます。 

まず、項番１のスケジュールです。改訂委員会を

発足させましたので、これから順次作成に入ってい

きます。 

  令和５年１月には副読本の作成を終了させ、２月

に各校への周知、３月に印刷及び各学校へ配送とい

うスケジュールで進めていきます。内容等について

は、随時報告させていただきます。 

  改訂委員会の編成につきましては、項番２のとお

りです。よろしくお願いいたします。 

  ３点目の「令和４年度デジタル教科書の導入につ

いて」です。 

  この度、文部科学省がデジタル教科書の実証実験

事業を始めました。 

当初は、項番１に記載のとおり、第一科目（英語）

は全校分を国が負担、第二科目（算数・数学または

理科）は２５％の学校分を国が負担して、残る学校

分を区が負担する内容で考えておりました。 

  ところが、東京都から示された配分結果では、第

一科目（英語）は当初のとおりでしたが、第二科目

（算数・数学または理科）は中学校全校分、小学校

６９校中５２校分を国が負担する内容であり、区の

負担が減った内容でした。 

  項番３に、国の負担が増えた理由を記載しており

ます。タブレットやＷｉ－Ｆｉ環境の整備が進んで

いない自治体が多く、当初の想定よりも実証実験に

手を挙げた自治体が少なかったことが原因だと聞い

ております。 

  １１ページ以降は、教育委員会から学校に示した

「学習者用デジタル教科書導入後の使用方針につい

て」です。文科省の資料をベースにしており、分か

りやすく画像付きにしています。 

  １５ページをご覧ください。４点目の「令和４年

度足立区立中学校の抗原検査について」です。 

昨年度も実施いたしました、修学旅行に行く際の

抗原検査の実施についてです。今回は部活動が再開

になっておりますので、この点も含んでおります。 

例えば、都外遠征などの大きな試合の際に、学校

側が「心配なので抗原検査を実施したい」と申し出

た場合には、いつでも供給できるよう準備をしてお

ります。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○教育長 次に、（５）について、飯塚学務課長、お

願いいたします。 

  学務課長。 

○学務課長 １７ページをご覧ください。件名、所管

部課名は記載のとおりです。 

  令和３年度のおいしい給食推進事業につきまし

ては、記載のとおり、例年と同様、様々な取組を実

施いたしました。新型コロナウイルス感染症対策の

影響で、若干実績は下がっております。 

  １９ページをご覧ください。小中学校の平均残菜

率です。 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う急な学級

閉鎖や学年閉鎖、またリモート授業への対応により、



4 

 

提供方法に急な変更があった関係で、残菜量は増え

ております。 

  次に、２１ページの令和４年度の実施計画です。 

例年どおりの事業に加えて区政９０周年というこ

とで、新たな取組を加えております。 

  （1）は新規事業です。まず、区政９０周年の特

別企画として、給食メニューコンクールを「こんな

給食あったらいいな。私たちが食べたいメニューは

これ！」をテーマに実施いたします。 

次に、給食体験ということで、実際に学校の中で

給食を食べていただく機会を現在検討しておりま

す。１０月または１１月あたりに、感染対策が可能

な状況であれば実施したいと思っております。 

  １１月には「おいしい給食フェア」を実施いたし

ます。大型商業施設を会場として、多世代の交流も

楽しめるイベントを企画しております。 

  ３月には「おいしい給食シンポジウム」を企画し

ております。詳細が決まり次第、随時報告させてい

ただきます。 

  各事業を通じて、足立区のおいしい給食を区内の

みならず、区外にもＰＲしたいと思っております。 

  （２）は継続事業です。例年取り組んでいる内容

ですが、開催概要を記載しております。 

  私からは以上になります。 

○教育長 ただいま、各所管から報告事項がありまし

た。これらの点につきまして、各委員からご意見、

ご質問がありましたら、ご発言をお願いいたします。 

  早川委員。 

○早川委員 修学旅行実施に関する抗原検査につい

てです。無症状の感染者も多いため、検査の実施は

重要だと考えます。検査は、唾液を使って実施する

のでしょうか。 

○教育指導課長 唾液を使って実施します。１５分で

結果が判明するものを使用いたします。 

○早川委員 承知しました。抗原検査が陽性であって

も、必ずしも感染しているとは限らないため、ＰＣ

Ｒ検査を受けていただきたいと思います。 

○教育指導課長 ご指摘ありがとうございます。出発

の１週間以上前に抗原検査を実施して、陽性が出た

場合にはＰＣＲ検査を受けてもらう流れを考えてお

ります。 

○教育長 ほかにはいかがでしょうか。近藤委員。 

○近藤委員 小中学校平均残菜率・総残菜量について

です。統計的に見ても、大きく改善していると思い

ます。先ほど、その要因として「（給食を）美味し

くした」と説明いただきました。その通りだと思う

のですが、それ以外の工夫もされていると思います。

その部分についても説明をお願いします。 

○学務課長 残菜量につきましては、当初、各々がそ

の量を認識していない状況だったため、その量を認

識してもらうところからスタートいたしました。 

  おいしくする工夫としましては、足立区の学校で

は、各栄養士が全ての献立を作っているため、横並

びでより良くおいしいものが作れるよう、毎月研修

会などを行っております。また、２年前からはおい

しい給食指導員が現場を回り、学校間で差が出ない

ように直接指導をしております。 

○教育長 私が把握している話としては、豆を苦手と

するお子さんが多いため、栄養士が食べやすいメニ

ューを開発して提供した事例です。 

○近藤委員 そのようなきめ細かい対応をなさったと

いうことですね。各学校では同じ給食を提供してい

るのでしょうか。それとも、各学校で異なるのでし

ょうか。 

○学務課長 メニュー・献立は、各学校でそれぞれの

栄養士が作成しておりますので、基本的に違うメニ

ューになります。たまに行事食は同じようなものが

提供されることはありますが、基本的に各学校で異

なります。 

○近藤委員 分かりました。そのような状況の中で、

この結果は素晴らしいことだと思います。 

○教育長 ありがとうございます。ほかはいかがでし

ょうか。小関委員。 

○小関委員 ４点あります。まず、令和４年度デジタ

ル教科書の導入についてです。 

足立区では全校実施ができるとのことで、とても
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良いことだと思っています。デジタル教科書の導入

にあたり、教員側の活用研修は考えているのでしょ

うか。「導入したので、どうぞご勝手に」とはいか

ないと思います。ＡＩドリルのように、様々な研修

を実施して活用を図っていくことになると思います

が、どのような取組を考えているのでしょうか。 

  ２点目は、令和４年度足立区立中学校の抗原検査

についてです。用語説明に「人流抑制段階」とあり、

１日の新規陽性者数が１００人以上２,２５０人未

満となっています。非常に幅があるのですが、この

中に段階的な部分はあるのでしょうか。また、「ス

テイホーム段階」についても、補足説明をお願いし

ます。 

  ３点目は、小中学校平均残菜率・総残菜量につい

てです。残菜率自体は減少傾向で良いのですが、残

菜率の高い学校と低い学校の差異解消が課題となっ

ています。様々な原因があると思いますが、主な原

因は何でしょうか。 

  ４点目は、小・中学校の児童・生徒数及び学級数

について（令和４年４月７日現在）です。昨年も河

本委員が説明を求めた件です。 

  特別支援教室利用生徒数(中学校)を見ると、学校

の規模と利用生徒数が一致していません。 

例えば、生徒数の１番多い第十四中学校は生徒数

が７００人程度いますが、特別支援教室利用生徒数

は１９人です。 

一方、生徒数の少ない青井中学校、入谷中学校、

栗島中学校では、特別支援教室利用生徒数がすごく

多くなっています。 

この理由として、小さい学校だとよく面倒を見て

もらえることが挙げられると思います。 

各学校では、特別支援教室利用生徒に対して、ど

のような指導をしているのでしょうか。以上です。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 まず、令和４年度デジタル教科書の

導入についてです。学校に示した使用方針を資料に

付けておりますが、これと併せて学校ＩＣＴ推進担

当からもサポートしていきます。 

  研修は児童用というよりも、もっと大きい括りで

考えており、デジタル教科書を使った授業という内

容で実施するつもりです。 

  次に、令和４年度足立区立中学校の抗原検査につ

いてです。「人流抑制段階」の１００人から２，２

５０人の間には、３段階を設けております。 

児童・生徒１日の新規陽性者数が１００人を超え、

各種状況を踏まえても、通常の学校運営から変更す

べきとなった際には、昨年度実施したリモート授業

と対面授業の選択をしてもらい、給食を付けて６時

間授業を行います。 

  児童・生徒１日の新規陽性者数が３００人を超え

た際には、６時間授業から４時間授業に変更いたし

ます。 

  ただし、基準人数を超えたからといって、すぐに

対応を変更するというわけではありません。区の状

況を踏まえ、医師会等に相談していきます。状況ご

との対応など、関係機関と相談をしながら判断して

いきます。 

  一応の目安として基準を設けておりますので、こ

れに合わせて部活動、修学旅行等の実施を判断して

まいります。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 小中学校平均残菜率・総残菜量について

です。残菜率の高い学校と低い学校の差異解消とい

う課題ですが、小学生と中学生では事情が異なりま

す。 

  中学生では、特に女子において、ダイエットを気

にして食べないといった影響が見られます。一方で、

おいしくないために残されている部分もありますの

で、その部分については、おいしい給食指導員が各

学校を回り指導しております。実際の調理現場を確

認するとともに、栄養士とのやり取りを通じて、味

の改善を重ねております。 

  一方、小学生では、校長先生から「小学校高学年

になると、食が細くなってくる。」といった声が挙

がっているため、各学校の状況に合わせて、一緒に

対策を立てていく形で指導しております。 
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  私自身が見て回った感想ですが、子どもたち自身

が配膳をしていることで時間がかかり、食事時間が

短くなっていると感じました。これが、残菜率が多

くなってくる一因ではないかと考えております。説

明は以上です。 

○教育指導部長 若干の補足です。 

まず、デジタル教科書についてです。教員は既に

指導者用のデジタル教科書を活用して授業を行って

おりますが、子どもたち自身がデジタル教科書に触

れながら慣れていくことも重要だと考えております。 

  先ほどもご説明しましたとおり、操作方法を教え

るだけではなく、授業の中でどのように活用すべき

かという大きな視点を持って考えてまいります。 

また、「足立スタンダード」の授業の中でどのよ

うに活用できるかは、ＩＣＴ支援員等からのアドバ

イスを受けつつ進めてまいります。 

  次に、管轄外ではありますが、小中学校平均残菜

率・総残菜量についてです。 

先ほど、近藤委員から残菜率を減らすための工夫

について質問がありましたが、私が漏れ聞いた話が

ありますので併せてご説明差し上げます。 

足立のおいしい給食は、非常に素材にこだわって

おります。できるだけ国産の素材を使い、その時々

の旬の物を献立の中に入れています。また、化学調

味料を使わずに、天然のだしを使っており、素材本

来の味わいを子どもたちに教える工夫もしておりま

す。 

  さらに、ただ食事を提供するだけではなく、栄養

士から、その日の献立について説明を受ける機会も

作っております。こうした機会を通じて、「この食

材には、●●といった栄養素があり、■■といった

調理をしています。」といった内容を、子どもたち

に直接伝えることで、食に対する理解をさらに深め

る努力もしていると聞いております。 

  このような取組もあり、残菜率が減少傾向にある

のではないかと思っております。 

○近藤委員 ありがとうございました。それだけ幅広

い努力をされているのですね。特に、献立について

直接説明する機会を設ける取組は、子どもたちの学

習にもつながり、素晴らしいと思います。 

  ぜひ、継続していただきたいと思います。 

○教育長 ４点目の特別支援教室利用生徒数(中学校)

については、本日、担当課長が不在のため、別途説

明させていただきます。 

  ほかにご質問はございますでしょうか。よろしい

でしょうか。 

  ないようですので、報告事項については終了とさ

せていただきます。 

  「その他」ですが、何かございますでしょうか。

よろしいですか。 

  ないようですので、以上をもちまして、本年第５

回足立区教育委員会定例会を閉会といたします。あ

りがとうございました。 

 

午後３時３８分閉会 



令 和 ４ 年 第 ５ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

日  時  令和４年５月１９日 木曜日 午後３時００分開議 

会  場    教育委員会室 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１ 第２３号議案 
足立区こども未来創造館条例の一部を改正する条例の送付に

ついて……………………………………………………………… ２ 

日程第２ 第２４号議案 
区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則の一

部を改正する規則の送付について……………………………… ５ 

日程第３ 第２５号議案 足立区育英資金審議会委員の委嘱及び任命について………… 別冊 

日程第４ 第２６号議案 
足立区生涯学習関連施設指定管理者評価委員会委員の委嘱及

び任命について…………………………………………………… 別冊 

日程第５ 教育長報告 

２ 報 告 事 項 
（１） キャリア教育施設の利用料助成について 

《八尋 教育指導課長》  ８ 

（２） 小学校社会科副読本「わたしたちの足立」の作成について 

《八尋 教育指導課長》  ９ 

（３） 令和４年度デジタル教科書の導入について 

《八尋 教育指導課長》 １０ 

（４） 令和４年度足立区立中学校の抗原検査について 

《八尋 教育指導課長》 １５ 

（５） 令和３年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和４年度事業計画について 

《飯塚 学務課長》 １７ 

３ 情 報 連 絡 事 項 

（１）小・中学校の児童・生徒数及び学級数について（令和４年４月７日現在）

[学務課] ２３ 

（２）事業実施報告・実施予定 [青少年課] ３１ 

（３）行事実施結果・実施予定 [生涯学習振興公社] ３２ 
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第２３号議案

 足立区こども未来創造館条例の一部を改正する条例の送付に

ついて  

上記の議案を提出する。

  令和４年５月１９日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

足立区こども未来創造館条例の一部を改正する条例

 足立区こども未来創造館条例（平成２４年足立区条例第３２号）の一部

を次のように改正する。  

第１９条第３項中「ときは」の次に「、特別の事情があると認めた場合

を除き」を加える。  

付  則  

この条例は、公布の日から施行する。

（提案理由）

ギャラクシティの大規模改修に伴い、指定管理期間を延長するため、

規定を整備する必要があるので、この条例案を提出いたします。  
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第 ２ ３ 号 議 案 説 明 資 料

令和４年５月１９日 

件 名 足立区こども未来創造館条例の一部を改正する条例の送付について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

１ 改正の理由 

  施設の長寿命化を図るため、令和７年度から令和８年度にかけてギャ 

ラクシティの大規模改修を計画している。

現在の指定管理の期間は令和４年度に終了するが、令和５年度から大

規模改修を開始するまでの２年間のみの契約期間では、公募をかけるこ 

とが困難であるため、指定管理期間を２年延長する。 

指定期間を延長するためには規定の整備が必要であるため、条例案を 

提出する。 

２ 主な改正内容 

  第１９条第３項「教育委員会は、指定管理者を指定しようとするとき 

は、規則で定めるところにより公募するものとする。」を「教育委員会 

は、指定管理者を指定しようとするときは、特別の事情があると認めた 

場合を除き、規則で定めるところにより公募するものとする。」に改め 

る。 

３ 施行年月日 

  公布の日から施行する。 

今後の方針 

条例改正の議決が得られた際には、施行規則の改正を行い、指定管理の延

長について選定審査会による審査を実施し、議会の議決により指定管理者を

指定する。 
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足立区こども未来創造館条例の一部を改正する条例新旧対照表（案） 

改正前 改正後 

○足立区こども未来創造館条例 ○足立区こども未来創造館条例

平成24年３月28日条例第32号 平成24年３月28日条例第32号 

第１条～第18条（省略） 第１条～第18条（現行のとおり） 

（指定管理者による管理） 

第19条 （１項、２項 省略） 

３ 教育委員会は、指定管理者を指定しようとするときは、規則で定めるとこ

ろにより公募するものとする。 

（指定管理者による管理） 

第19条 （１項、２項 現行のとおり） 

３ 教育委員会は、指定管理者を指定しようとするときは、特別の事情が

あると認めた場合を除き、規則で定めるところにより公募するものとす

る。 

付 則 付 則 

  付 則（令和 年 月 日条例 号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表第１～別表第３ （省略） 別表第１～別表第３ （現行のとおり） 
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第２４号議案

区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則の一部

を改正する規則の送付について

上記の議案を提出する。  

  令和４年５月１９日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則の一部

を改正する規則

 区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則（平成２３年

足立区規則第２０号）の一部を次のように改正する。  

第２条第１項第６号中「及び特定地域型保育事業者」を「、特定地域

型保育事業者及び特定子ども・子育て支援施設等」に改める。  

付  則  

この規則は、公布の日から施行する。

（提案理由）

 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第３０条の１１に

規定する特定子ども・子育て支援施設等への指導検査の実施にあたり、

規定を整備する必要があるので、この規則案を提出いたします。  
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第 ２ ４ 号 議 案 説 明 資 料

令和４年５月１９日 

件 名 区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則の送付について 

所管部課名 子ども家庭部子ども施設指導・支援課 

内 容 

１ 改正の理由 

 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第３０

条の１１に規定する特定子ども・子育て支援施設等への指導検

査の実施にあたり、規則の一部を改正する。 

２ 主な内容（詳細は、Ｐ７新旧対照表のとおり） 

  区長から教育委員会への委任事務に「特定子ども・子育て支援施設等」

を追加する。 

３ 施行年月日 

  公布の日から施行する。 

※ 子ども・子育て支援法で規定される保育施設等の区分

区  分 該当保育施設等 

特定子ども・子育て支援施設等 

子ども・子育て支援新制度に移行して

いない私立幼稚園・私立認定こども

園、認可外保育施設等 

特定教育・保育施設 

私立認可保育所、子ども・子育て支援

新制度に移行している私立幼稚園・私

立認定こども園 

特定地域型保育事業者 小規模保育事業所、家庭的保育事業者 

今後の方針 
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区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表（案） 

 改  正  前 改  正  後 

〇区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則 

平成23年3月31日規則第20号 

第１条（省略） 

 （委任する事務） 

第２条 条例の施行に関し、条例第１条に規定する事務は次の各号に定め

るものとする。 

（１）から（５）まで（省略）

（６） 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者の確認、指導、検

査、支援等に係る事務 

 （７）から（１２）まで（省略） 

２ （省略） 

３ （省略） 

第３条から第５条まで（省略） 

〇区長の権限に属する事務の委任等に関する条例施行規則 

平成23年3月31日規則第20号 

第１条（省略） 

 （委任する事務） 

第２条 条例の施行に関し、条例第１条に規定する事務は次の各号に定め

るものとする。 

（１）から（５）まで（省略） 

（６） 特定教育・保育施設、特定地域型保育事業者及び特定子ども・子

育て支援施設等の確認、指導、検査、支援等に係る事務 

 （７）から（１２）まで（省略） 

２ （省略） 

３ （省略） 

第３条から第５条まで（省略） 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和４年５月１９日 

件 名 キャリア教育施設の利用料助成について

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

小中学校で行うキャリア教育の一環として、毎年、各小中学校で１つの

学年が、キッザニア東京またはＴＧＧ（東京グローバルゲートウェイ）を

利用している。 

このほどキッザニア東京から、令和４年度の利用料の改定について通知

された。小学生は利用料が上がるため、区の補助を現状のままとすると、

保護者負担が増加することになる。 

ついては下記の通り予算措置を講じ、小学生が施設を利用する際の保護

者負担を増やさないよう、対応したい。 

１ キッザニア東京の利用額の改訂  

区分 利用料 区の補助額 
保護者が 

負担する額 

保護者 

負担増減 

小学生 

改訂前 3,025円 

一律 

2,500円 

525円 

＋175円 

改訂後 3,200円 700円 

中学生 

改訂前 3,245円 745円 

-45円

改訂後 3,200円 700円 

※ 改定は、令和４年４月以降に契約する学校から適用される。

２ 区の補助額の改定 

・ 小学生は 保護者負担が５２５円から増加しないよう、令和４年

４月以降に契約する場合は、補助額を１７５円増の２，６７５

円とする。

・ 中学生はこれまでどおり２，５００円を助成する。

・ 増加する区の負担額

＠175円＊481人（小学生の利用予定数）＝84,175円

問 題 点 ・ 

今後の方針 

増加する区の補助額（８４，１７５円）については、欠席者等がいる

ことで、既定予算内で対応可能と見込んでいる。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和４年５月１９日 

件 名 小学校社会科副読本「わたしたちの足立」の作成について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

小学校社会科副読本「わたしたちの足立」の改訂について、令和４年度

の業務計画と改訂委員会の構成について報告する。 

１ 令和４年度の業務計画について 

（１）４月まで

「足立区立小学校社会科副読本作成委員会」設置要綱を作成し、改

訂委員会を発足させた。 

（２）５月以降

５月 「令和５年度足立区立小学校社会科副読本」の作成・ 

集業務に関する契約書の作成 

６月 予算額の決定、出版社との契約 

７月 「令和５年度足立区立小学校社会科副読本」作成開始 

令和５年１月 「令和５年度足立区立小学校社会科副読本」作成終了 

令和５年２月 各校への周知 

令和５年３月 印刷、及び各学校へ配送 

２ 改訂委員会の編成について 

・ 学識経験者 ２名以内 

・ 小学校長 ２名以内 

・ 郷土博物館学芸員等 ４名以内 

・ 小学校社会科担当教員 １０名以内

・ 教育に関する見識を有する者のうち、教育委員会が推薦する者

・ 教育指導部教育指導課指導主事

問 題 点 ・ 

今後の方針 

小学校社会科副読本としての情報の正確性や妥当性を高めるために、教

育委員会が主となり作成に関わっていく。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和４年５月１９日 

件 名 令和４年度デジタル教科書の導入について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

 文部科学省が行うデジタル教科書実証実験事業への参加に際し、国が経

費を負担する学校数等が通知されたので、報告する。 

１ 当初のスキーム 

科目 費用負担 

第一科目 

（英語） 
全校分を国が負担 

第二科目 

（算数・数学または理科） 

・ ２５％の学校分を国が負担する

・ 残る学校分は区が負担することと

し、２１，２３４人分を同時補正予

算に計上予定

２ 東京都から示された配分結果 

科目 費用負担 

第一科目 

（英語） 
全校分を国が負担 

第二科目 

（算数・数学または理科） 

・ 中学校は全校分を国が負担

・ 小学校は５２校を国が負担

（区の負担は１６校・３，００６人分）

※ 小学校で区負担とされた教科は、いずれも理科である。

※ 千寿小学校については、「重点校」指定申請が認められたため、

１～４学年の児童にも算数のデジタル教科書が配付される。

３ 国の負担が増えた理由 

  文部科学省で全国からの希望を集計した結果、第二科目を希望しない

学校もあったため、希望した区市への配分数が増加した。 

問 題 点 ・ 

今後の方針 

教育指導課が示す方針に基づき、各学校において、デジタル教科書を用

いた授業を開始する。学校に示した使用方針はＰ１１～１４のとおり。 
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学習者用デジタル教科書導入後の使用方針について 

学習者用デジタル教科書導入後の使用方針に関し、使用について、学習方法、活用方法及び留意

点について下記のとおり周知します。 

記

１ デジタル教科書の使用について

・ 学習者用デジタル教科書を各教科等で回数の制限なく使用することができる。

・ 学習者用デジタル教科書の使用開始可能日は５月９日（月）からとする。

２ デジタル教科書の使用方針について

・ 各教科において、児童・生徒の健康に十分配慮し、積極的に使用をすること。

・ 家庭学習においても個別学習や復習を行えるように使用し、活用できるようにすること。

・ デジタル教科書は紙媒体の教科書と同一内容であるため、紙媒体の教科書は持ち帰る必要がな

ければ学校で各自管理すること。

３ 学習者用デジタル教科書・学習者用デジタル教材の主な使用方法の例 

（１）学習者用コンピュータで使用することにより可能となる学習方法

ア 教科書の紙面を拡大して表示する。

イ 教科書の紙面にペンやマーカーで書き込む。

ウ 教科書の紙面に書き込んだ内容を保存・表示する。
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（２）ア～ウに加え、特に特別な配慮を必要とする児童・生徒等に対して効果的な使用方法

エ 教科書の紙面を機械音声で読み上げる。

オ 教科書の紙面の背景色・文字色を変更・反転する。

カ 教科書の漢字にルビを振る。

（３）他の学習者用デジタル教材と一体的に使用することにより可能となる使用方法

ア 音読・朗読の音声やネイティブ・スピーカー等が話す音声を教科書の本文に同期させつつ

使用する。

イ 教科書の文章や図表等を抜き出して活用するツールを使用する。

ウ 教科書の紙面に関連付けて動画・アニメーション等を使用する。

エ 教科書の紙面に関連付けてドリル・ワークシート等を使用する。
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（４）他のＩＣＴ機器等と一体的に使用することにより可能となる使用方法

ア 大型提示装置や教師のコンピュータに児童・生徒の学習者用デジタル教科書の画面を表示

する。

イ ネットワーク環境を利用して、児童・生徒が行った書き込みの内容や関連して検索した情

報などを教師や児童・生徒間、さらには学校・家庭間で共有する。

４ 学習者用デジタル教科書の学習形態別活用方法の例 

（１）個別学習の場面

・ デジタル教科書上で書き込みをしたり、操作したりして試行錯誤する。

・ 写真やイラストを拡大して細部まで見る。

（２）グループ学習の場面

・ デジタル教科書上に書き込みをしたり、操作したりして保存した内容を使用して、自分

の考えを見せ合い共有・協働する。

（３）一斉学習の場面

・ 保存した内容等を使用して前回の授業や既習事項の振り返りを行う。

・ デジタル教科書上で、必要な情報のみを見せる。

・ デジタル教科書上に書き込みをしたり、操作したりして保存した内容を使用して、大型

提示装置等で表示し、自分の考えを発表する。

（４）特別な配慮を必要とする児童・生徒等の学習上の困難の低減

・ ページ番号を指定して開く等、教科書の内容へのアクセスを容易にする。

（５）その他

・ 学習内容の理解を深めたり、興味・関心を高めたりする。

・ デジタル教科書上に書き込み、保存した内容から児童・生徒の学習の進捗・習熟の程度

や学習の過程を把握する。

５ 学習者用デジタル教科書の使用に当たり留意すべき点について 

（１）学習者用デジタル教科書を使用した指導上の留意点

・ 学習者用デジタル教科書を紙の教科書に代えて使用する授業においては、児童・生徒一

人一人が、それぞれ学習者用デジタル教科書を使用すること。

・ 児童・生徒が授業と関係のない内容を閲覧して授業に集中しないことがないよう、例え

ば、学習者用デジタル教科書を使わないときは学習者用コンピュータの画面を閉じるな

ど、児童・生徒が授業において適切に学習者用デジタル教科書を使用するよう指導する
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こと。 

・ ノートに書かせる時間を意識的にとり、デジタル教科書の書き込みだけで終わらせない

ようにすること。

（２） 児童・生徒の健康に関する留意点

・ 学習者用デジタル教科書を使用する際には、姿勢に関する指導を適切に行い、目と学習

者用コンピュータの画面との距離を 30cm以上離すよう指導すること。

・ 授業において、児童・生徒が長時間にわたって継続して学習者用コンピュータの画面を

注視しないよう、30分に１回は、20秒以上、画面から目を離して目を休めるよう指導し

たり、学習者用コンピュータを見続ける一度の学習活動が長くならないようにしたりす

るなど、健康面にも配慮した授業展開とすること。

・ 学習者用コンピュータの画面の反射を抑えることや、画面への映り込みを防止すること

も重要であるため、児童・生徒に対し学習者用コンピュータの画面の角度を目線と直交

するよう調整することを指導すること。

・ 心身への影響が生じないよう、日常観察や学校健診等を通して、学校医とも連携の上、

児童・生徒の状況を確認するよう努めること。必要に応じて、眼精疲労の有無やその程

度など心身の状況について、児童・生徒にアンケート調査を行うことも考えられること。 

・ 家庭における学習者用デジタル教科書の使用に当たっても、上記の目と学習者用コンピ

ュータの画面との距離や目を休めること等に留意するよう指導すること。また、就寝１

時間前からは ICT機器の利用を控えることが適切であることなども指導すること

６ 出典 

「学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」（文部科学省） 

（https://www.mext.go.jp/content/20210325-mxt_kyokasyo01-000013738_01.pdf） 

「学習者用デジタル教科書実践事例集」（文部科学省） 

（https://www.mext.go.jp/content/20210325-mxt_kyokasyo01-100014398_01.pdf） 

を加工して作成。 

７ 問い合わせ先 

教育指導課 指導主事 八百 秀明 電話（３８８０）５９７４ 

以上 

https://www.mext.go.jp/content/20210325-mxt_kyokasyo01-000013738_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210325-mxt_kyokasyo01-100014398_01.pdf
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教 育 委 員 会 報 告 

令和４年５月１９日 

件 名 令和４年度足立区立中学校の抗原検査について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

令和４年度足立区立中学校の修学旅行と部活動について、生徒の安全 

を第一に考えた実施前後の対応を以下のとおり報告する。 

※ 「人流抑制段階」とは、児童・生徒１日の新規陽性者数が、

１００人以上２,２５０人未満を指す。

※ 「ステイホーム段階」とは、児童・生徒１日の新規陽性者数が、

２,２５０人以上の場合を指す。

１ 修学旅行について 

（１）修学旅行の実施可否

・ 「新型コロナウイルス感染状況における足立区立学校の今後

の方針等について」に基づき、「ステイホーム段階」では延

期または中止とし、「ロックダウン」の段階では中止とする。 

（２）抗原検査を実施する時期（感染予防段階、人流抑制段階）

修学旅行の実施前後

（３）抗原検査を実施する理由

ア 修学旅行実施前

・ 新型コロナウイルス感染症に罹患した状態で修学旅行に参

加させないため。

・ 旅行先の関係者に対する安心の担保のため。

イ 修学旅行実施後

・ 修学旅行実施後の安心、安全な学校教育活動の担保のため。 

（４）抗原検査の実施回数について

5,000（人）×2（回）＝10,000

参加者数   回数  実施回数 

２ 部活動について 

（１）部活動の実施可否

・ 「新型コロナウイルス感染状況における足立区立学校の今後

の方針等について」に基づき、「人流抑制段階」「ステイホーム段階」

では原則中止とし、「ロックダウン」の段階では中止とする。 
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（２）抗原検査を実施する時期（感染予防段階、人流抑制段階）

・ 区をまたぐ都大会以上の大会に出場する場合

・ 各校の感染状況を鑑み、校長が必要と判断した場合

（３）抗原検査を実施する理由

ア 大会参加前

・ 新型コロナウイルス感染症に罹患した状態で都大会に参加

させないため。

・ 大会関係者に対する安心の担保のため。

イ 大会参加後

・ 都大会実施後の安心、安全な学校教育活動の担保のため。

（４）抗原検査の実施回数について（最大値）

20（団体）  ×2（校） ×20（人）×2（回）＝1,600 

  団体数  優勝・準優勝校  参加者数 回数 実施回数 

問 題 点 ・ 

今後の方針 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和４年５月１９日 

件 名 令和３年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和４年度事業計画について

所管部課名 学校運営部おいしい給食担当課 

内 容 

令和３年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和４年度の事業計

画について、以下のとおり報告する。 

１ 令和３年度の実施結果（主な取り組み） 

（１）もりもり給食ウィーク

・ 実施日：６月１４日（月）から１８日（金）及び、令和４年

１月２４日（月）から２８日（金）各学校で実施 

・ 内 容：喫食時間確保、給食時間中の教員等の関わりの充実、 

食育の実施 

・ 学校栄養士や教職員のかかわりにより、食に関する興味や関

心を高めることができた。

（２）第１３回給食メニューコンクール

応募数は、開始以来最多となった。

・ テーマ：「わが家自慢の和食を給食に！」

・ 応募数：小学生応募総数 4,222作品【R2年度：2,406作品】

中学生応募総数 2,992作品【R2年度：2,478作品】 

※ 区長賞ほか、小中学校上位各２０作品を表彰

（表彰式は中止）

（３）魚沼産コシヒカリ給食の日

・ 実施日：１０月２６日(火)

・ 内 容：中学生が「魚沼自然教室」でお世話になっている農

家の新米を小中学校、区立保育園等の給食に提供 

・ 魚沼市から寄贈していただいたお米ができるまでの動画を全

校の各教室で放映し、生産者への感謝の気持ちを育むことが

できた。

（４）小松菜給食の日

・ 実施日：１１月１６日（火）、１７日（水）、２４日（水）

※ 各校いずれかの日で実施

・ 内 容：ＪＡ東京スマイルより無償で提供いただいた小松菜

を使用した給食を小中学校で一斉に実施 

・ 全校で実施 １１月１６日（火）小５５校・中 ４校

１１月１７日（水）小 ６校・中２５校 

１１月２４日（水）小 ８校・中 ６校 
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（５）野菜の日（衛生部との協働による糖尿病対策）

・ 実施日：月１回（各学校ごとに実施）

・ 内 容：旬の野菜を使った給食を提供し、野菜摂取の啓発と

食育を実施。また、給食だよりに家庭用レシピを掲 

載するなど家庭での野菜摂取を啓発 

・ 給食だよりを通じて家庭用の給食メニューレシピを紹介し、

家庭での野菜摂取を啓発した。

（６）野菜摂取啓発の推進

新たなデザインの「ひと口目は野菜から」教室掲示用ポスターを

全校の各教室内に掲示し、啓発を行った。 

旧デザイン   新デザイン 

⇒ 

（７）おいしい給食指導員の巡回指導など

ベテラン学校栄養士の経験やスキルを活用し、残菜率が高い学校

や経験の浅い栄養士が配置されている学校へ巡回指導、助言を行っ 

た。また、全校の学校栄養士が集う会議等で指導・助言事例を周知 

した。 

（８）「おうちでもひと口目は野菜からチャレンジシート」の実施

チャレンジシート
「ひと口目は野菜から」食べる取

り組みを家庭においても啓発するた 

め、夏休み期間のうち１０日間、自

宅などで１日３食野菜を食べたらシ

ートに色を塗ってもらい、学校に提

出してもらう取り組み 

（希望する小学校の１年生を対象に

試行実施し、６９校中４６校で実施。

実施率６７％） 
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２ 小中学校平均残菜率・総残菜量の推移について 

（１）小中学校平均残菜率

学校 ①H20年度当初 ②R3 年度 ①と②の対比

小学校 ９．０％ ２．２％ 約７６％減 

中学校 １４．０％ ５．１％ 約６４％減 

平均 １１．５％ ３．７％ 約６８％減 

（２）小中学校総残菜量（平成２０年度当初比 約７０％減）

３８１ｔ（平成２０年度当初）→１１３ｔ（令和３年度）

（３）分析・課題
新型コロナウイルス感染拡大に伴う学級、学年閉鎖や、リモート

授業対応などによる急激な喫食数の変動により、表１のとおり、対 
前年度比の残菜率が小学校で＋0.4％、中学校で＋0.8％増加となっ 
た。また、表３、４のとおり、残菜率の高い学校と低い学校の差異 
解消が課題である。 
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３ 令和４年度の実施計画（主な予定） 

新しい生活様式や学校現場の実情を踏まえながら、学校での取り組 

みや家庭への働きかけを通じ、児童・生徒の食への意識、意欲を高め 

ていく。 

（１）新規事業（区制９０周年事業）

事 業 名 
日程 

（予定） 
内容（予定） 

区 

制 

90 

周 

年 

事 

業 

給食メニュー

コンクール

夏休み 

期間 

テーマ

「こんな給食あったらいいな。私たち

が食べたいメニューはこれ！」

（区制９０周年特別企画）

給食体験 

１０月 

または 

１１月 

主要駅拠点の学校（３校）にて、試食を 

中心とした給食体験を実施 

おいしい給

食フェア 
１１月 

大型商業施設を会場とし、パネルや給 

食サンプルの展示、物販など、あだち 

のおいしい給食をＰＲする。 

おいしい給食

シンポジウム
３月 

区内施設（ホール）を利用し、著名人を 

招き、給食に携わる関係者向けのシン 

ポジウムを開催する。 

※ 詳細が決まり次第、逐次報告する。

（２）継続事業

事 業 名 等 日程（予定） 取り組み（予定） 

野菜摂取啓発

「ひと口目は野菜から」

の取り組み 

通年 

１ 啓発ポスターの掲示 

配付済の新たなデザインのポ 

スター(マグネット式)を用いて、

全クラスで給食時間に黒板掲示 

２ 「おうちでもひと口目は野菜から」 

チャレンジシート

※ 拡充（対象学年を拡大）

３ 「ひと口目は野菜から」の大 

切さを説明 

各校の学校栄養士が給食時間 

に校内放送等を活用し説明

野菜の日 
通年 

(毎月１回) 

・ 学校ごとに毎月実施

・ 給食で旬の野菜を味わう

・ 給食だより等で家庭用レシピ

を提供し啓発



22 

事 業 名 等 日程（予定） 取り組み（予定） 

おいしい給食 

検討会 

毎月１回 

(２月除く) 

・ 学校栄養士のスキルアップ

・ 検討内容（献立、給食会計、

衛生管理、アレルギー対応等

に関する指導と意見交換等） 

もりもり給食 

ウィーク

６月(食育月間) 

１月(給食週間) 

・ 食べる時間の確保と食育指導

を実施

給食メニュー 

コンクール

(再掲)

募集 

夏休み期間 

※ 表彰式１０月

・ テーマに合わせた給食メニュー

作品を募集

魚沼産コシヒカ

リ給食の日
１０月下旬 

・ 中学生が「魚沼自然教室」で

収穫した新米を小中学校、区

立保育園等の給食で提供

おいしい給食 

アンケート

【実施】 

１０月～１１月 

【集計・分析】 

１２月～ ２月 

・ 全校（小学６年生、中学２年

生）を対象に実施

小松菜給食の日 １１月下旬 

・ 足立区産の小松菜（ＪＡ東京

スマイル農業協同組合より提

供）を使用し給食を実施

「家庭科学習指

導案」の活用 
通年 

・ 栄養、献立作成及び調理実習

における基礎的な指導案を各

校で活用

長期休み期間の課題 

「わが家のシェ

フになろう！」

通年 
・ 児童、生徒が自宅で調理を行

い、食の実践力を養う

食育リーダーを

中心とした体制

の強化 

食育リーダー

研修会 

(５月、１０

月、１２月) 

・ 栄養士以外の教員を食育リー

ダーとして指定

・ 学校全体でおいしい給食・食

育を推進

・ 研修会を年３回実施

学校栄養士・食

育リーダーのス

キルアップ

通年 

・ おいしい給食指導員による指

導、助言事例を、栄養士、食

育リーダーに周知

今後の方針 



教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年５月１９日 

件  名 小・中学校の児童・生徒数及び学級数について（令和４年４月７日現在） 

所管部課 学校運営部学務課 

内  容 

１ 小・中学校児童生徒数及び学級数 

令和３年度 令和４年度 増減 

小 

学 

校 

児童数（通常学級） 30,434 29,916 △518

児童数（特別支援学級 固定級） 344 358 +14

児童数合計 30,778 30,274 △504

児童数（特別支援学級 通級） 131 165 +34

児童数（特別支援教室） 1,892 2,022 +130

学級数（通常学級） 1,008 1,006 △2

学級数（特別支援学級 固定級） 52 51 △1

学級数（特別支援学級 通級） 10 12 +2

中 

学 

校 

生徒数（通常学級） 13,540 13,498 △42

生徒数（第四中学校夜間学級） 44 33 △11

生徒数（特別支援学級 固定級） 200 218 +18

生徒数合計 13,784 13,749 △35

生徒数（特別支援教室） 435 518 +83

学級数（通常学級） 408 405 △3

学級数（第四中学校夜間学級） 5 5 ±0 

学級数（特別支援学級 固定級） 29 31 +2

※参考 小学１年生児童数（R3）5,008人－（R4）4,886人＝△122 人

２ 学校・学年別の詳細 

Ｐ２４～３０「小学校別児童数・学級数（通常学級）」「中学校別生徒数・

学級数（通常学級）」「児童・生徒・学級数（特別支援学級）」「特別支援教

室利用児童数（小学校）」「特別支援教室利用生徒数（中学校）」を参照 

３ 少人数学級（３５人学級）の推進について 

（１）小学校１年生：平成２３年度から、国基準で実施

（２）小学校２年生：平成２４年度から、都基準で実施

（３）小学校３年生：令和４年度から、国基準で実施

（４）中学校１年生：平成２５年度から、都基準で実施

問 題 点・ 

今後の方針 
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令和４年度　小学校別　児童数・学級数（通常学級）

令和４年４月７日現在

番 児　　童　　数 学　　級　　数

号 小学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

1 青　  井 65 54 51 54 70 51 345 2 2 2 2 2 2 12

2 足　　立 87 97 98 101 101 98 582 3 3 3 3 3 3 18

3 足立入谷 15 10 22 19 15 23 104 1 1 1 1 1 1 6

4 綾　  瀬 150 137 130 130 130 130 807 5 4 4 4 4 4 25

5 伊  　興 119 92 89 114 113 109 636 4 3 3 3 3 3 19

6 梅　  島 101 88 99 97 99 102 586 3 3 3 3 3 3 18

7 梅島第一 52 38 43 60 43 39 275 2 2 2 2 2 1 11

8 梅島第二 49 44 49 47 52 48 289 2 2 2 2 2 2 12

9 桜　  花 53 62 62 52 63 64 356 2 2 2 2 2 2 12

10 扇 44 66 51 49 53 47 310 2 2 2 2 2 2 12

11 大 谷 田 57 60 57 40 50 43 307 2 2 2 1 2 2 11

12 興  　本 58 63 68 64 73 73 399 2 2 2 2 2 2 12

13 加　  平 98 98 99 101 84 84 564 3 3 3 3 3 3 18

14 亀　  田 104 101 127 119 156 170 777 3 3 4 3 4 5 22

15 北 三 谷 36 53 38 50 63 56 296 2 2 2 2 2 2 12

16 北 鹿 浜 33 43 25 40 35 33 209 1 2 1 1 1 1 7

17 栗　  島 38 51 67 59 44 63 322 2 2 2 2 2 2 12

18 栗　  原 59 54 67 56 48 68 352 2 2 2 2 2 2 12

19 栗 原 北 54 47 79 63 70 85 398 2 2 3 2 2 3 14

20 弘　  道 37 44 31 46 39 52 249 2 2 1 2 1 2 10

21 弘道第一 47 56 51 59 59 53 325 2 2 2 2 2 2 12

22 江　　北 123 111 111 91 76 82 594 4 4 4 3 2 3 20

23 古 千 谷 89 77 65 86 87 85 489 3 3 2 3 3 3 17

24 皿  　沼 35 56 56 59 52 40 298 1 2 2 2 2 1 10

25 鹿浜五色桜 70 68 89 82 90 95 494 2 2 3 3 3 3 16

26 鹿浜第一 95 81 79 81 74 102 512 3 3 3 3 2 3 17

27 鹿 浜 西 18 22 23 20 19 26 128 1 1 1 1 1 1 6

28 島　  根 95 89 89 93 82 69 517 3 3 3 3 3 2 17

29 新　  田 161 177 180 189 222 228 1,157 5 6 6 5 6 6 34

30 関　  原 89 76 61 67 68 67 428 3 3 2 2 2 2 14

31 千　　寿 150 173 154 146 135 101 859 5 5 5 4 4 3 26

32 千 寿 桜 80 92 84 86 77 63 482 3 3 3 3 2 2 16

33 千寿常東 84 78 93 91 100 97 543 3 3 3 3 3 3 18

34 千寿第八 79 91 83 80 104 78 515 3 3 3 2 3 2 16

35 千寿双葉 77 86 84 77 86 81 491 3 3 3 2 3 3 17

36 千寿本町 64 62 67 62 61 66 382 2 2 2 2 2 2 12

37 竹 の 塚 38 42 50 57 50 51 288 2 2 2 2 2 2 12

38 辰　  沼 88 88 88 84 95 89 532 3 3 3 3 3 3 18

39 寺  　地 57 70 47 67 64 67 372 2 2 2 2 2 2 12

40 舎　  人 89 76 85 96 85 83 514 3 3 3 3 3 3 18
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令和４年度　小学校別　児童数・学級数（通常学級）

令和４年４月７日現在

番 児　　童　　数 学　　級　　数

号 小学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

41 舎人第一 82 82 79 85 78 79 485 3 3 3 3 2 2 16

42 中  　川 47 43 60 55 57 74 336 2 2 2 2 2 2 12

43 中 川 北 81 72 66 67 85 80 451 3 3 2 2 3 2 15

44 中 川 東 45 49 47 51 52 43 287 2 2 2 2 2 2 12

45 中 島 根 45 45 45 66 62 68 331 2 2 2 2 2 2 12

46 長　  門 41 41 38 43 49 39 251 2 2 2 2 2 1 11

47 西 新 井 81 83 83 88 96 98 529 3 3 3 3 3 3 18

48 西新井第一 55 47 51 62 66 69 350 2 2 2 2 2 2 12

49 西新井第二 56 40 52 60 61 48 317 2 2 2 2 2 2 12

50 西 伊 興 99 115 84 101 72 98 569 3 4 3 3 2 3 18

51 西保木間 26 30 21 33 28 35 173 1 1 1 1 1 1 6

52 花　  畑 56 50 46 61 56 54 323 2 2 2 2 2 2 12

53 花畑第一 58 72 83 74 63 65 415 2 3 3 2 2 2 14

54 花 畑 西 47 52 58 49 66 54 326 2 2 2 2 2 2 12

55 花  　保 87 96 77 71 88 72 491 3 3 3 2 3 2 16

56 東 綾 瀬 80 80 94 87 76 70 487 3 3 3 3 2 2 16

57 東 伊 興 82 101 90 103 96 90 562 3 3 3 3 3 3 18

58 東 加 平 118 97 81 105 82 92 575 4 3 3 3 3 3 19

59 東 栗 原 54 57 54 69 73 58 365 2 2 2 2 2 2 12

60 東 渕 江 86 96 91 92 89 100 554 3 3 3 3 3 3 18

61 平　  野 83 94 86 86 87 91 527 3 3 3 3 3 3 18

62 渕  　江 65 59 66 65 73 82 410 2 2 2 2 2 3 13

63 渕江第一 101 90 88 90 98 89 556 3 3 3 3 3 3 18

64 保 木 間 51 53 46 51 51 53 305 2 2 2 2 2 2 12

65 宮　  城 72 85 76 85 80 80 478 3 3 3 3 2 2 16

66 六　  木 67 67 79 70 85 87 455 2 2 3 2 3 3 15

67 本　  木 59 65 64 65 72 64 389 2 2 2 2 2 2 12

68 弥  生 74 96 96 97 82 91 536 3 3 3 3 3 3 18

合　計 4,835 4,930 4,892 5,065 5,110 5,084 29,916 172 174 172 163 163 162 1,006

（学校運営部 学務課）
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令和４年度　中学校別　生徒数・学級数（通常学級）

令和４年４月７日現在

番 生　　徒　　数 学　　級　　数

号 　　中学校名 １年 ２年 ３年 合計 1年 2年 3年 複式 合計

1 第　一 117 118 102 337 4 3 3 10

2 第　四 174 209 202 585 5 6 6 17

3 第　五 75 97 74 246 3 3 2 8

4 第　六 99 97 92 288 3 3 3 9

5 第　七 128 132 135 395 4 4 4 12

6 第　九 174 165 188 527 5 5 5 15

7 第　十 159 165 164 488 5 5 5 15

8 第十一 207 207 204 618 6 6 6 18

9 第十二 114 110 125 349 4 3 4 11

10 第十三 204 193 177 574 6 5 5 16

11 第十四 237 241 261 739 7 7 7 21

12 青　井 41 34 48 123 2 1 2 5

13 伊　興 178 182 177 537 6 5 5 16

14 入　谷 32 46 34 112 1 2 1 4

15 入谷南 128 122 134 384 4 4 4 12

16 扇 76 61 70 207 3 2 2 7

17 加　賀 64 67 72 203 2 2 2 6

18 蒲　原 176 205 204 585 6 6 6 18

19 栗　島 91 70 41 202 3 2 2 7

20 江　南 58 55 38 151 2 2 1 5

21 江北桜 134 136 122 392 4 4 4 12

22 鹿浜菜の花 137 159 153 449 4 4 4 12

23 新　田 178 196 177 551 6 5 5 16

24 千寿青葉 127 104 84 315 4 3 3 10

25 千寿桜堤 169 166 168 503 5 5 5 15

26 竹の塚 37 58 44 139 1 2 2 5

27 西新井 206 163 204 573 6 5 6 17

28 花　畑 95 102 91 288 3 3 3 9

29 花畑北 38 34 36 108 1 1 1 3

30 花　保 97 77 75 249 3 2 2 7

31 東綾瀬 152 167 183 502 5 5 5 15

32 東島根 90 108 126 324 3 3 4 10

33 渕　江 128 180 190 498 4 5 5 14

34 谷　中 150 164 155 469 5 5 4 14

35 六  月 168 152 168 488 5 4 5 14

小　計 4,438 4,542 4,518 13,498 140 132 133 0 405

四中夜間（一　般） 1 5 4 10 1 1 1 3

四中夜間（日本語） 1 7 15 23 2 2

合  計 4,440 4,554 4,537 13,531 141 133 134 2 410

…『中1の教員加配』対象校。 （学校運営部 学務課）
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令和４年度　児童・生徒・学級数（特別支援学級）

■小学校
児　　童　　数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 4年度 前年度 増減

固定級 知的 1 青　  井 1 3 3 3 2 3 15 2 2

2 足　　立 4 4 2 4 3 5 22 3 3

3 梅島第二 1 1 2 3 4 2 13 2 3 -1

4 桜　  花 2 2 3 2 2 11 2 2

5 江　　北 4 5 1 2 6 6 24 3 3

6 古 千 谷 2 1 2 3 6 1 15 2 2

7 鹿浜第一 6 2 6 1 6 5 26 4 4

8 新　　田 2 2 1 1 2 2 10 2 2

9 関　  原 2 2 2 2 2 6 16 2 2

10 千 寿 桜 3 5 4 1 3 16 2 2

11 千寿常東 2 1 2 4 3 12 2 2

12 西 伊 興 5 9 2 3 6 7 32 4 4

13 花　  畑 3 3 4 1 2 6 19 3 3

14 東 渕 江 3 1 4 8 9 4 29 4 4

15 平　  野 3 2 3 3 8 5 24 3 4 -1

16 渕  　江 4 4 5 1 3 7 24 3 3

17 宮　  城 2 1 1 1 5 1 1

18 六　  木 3 5 1 2 6 17 3 3

19 本　  木 2 5 2 9 2 20 3 3

20 辰　　沼 5 1 1 1 8 1 1

51 51 59 45 78 74 358 51 53 2

通級 弱視 1 足　　立 1 1 1 1 2 6 1 1

1 1 1 1 2 6 1 1

難聴 1 千寿本町 1 2 3 1 1

2 中 川 東

3 弥    生 2 1 2 3 8 1 1

2 2 2 3 2 11 2 2

言語 1 千寿本町 5 15 13 2 11 46 3 3

2 中 川 東 5 6 8 6 3 2 30 2 2

3 弥    生 8 13 24 11 7 9 72 4 4

18 34 45 19 21 11 148 9 9

21 37 48 23 25 11 165 12 12

■中学校 令和４年４月７日現在

生　　徒　　数

合計 ４年度 前年度 増減

固定級 知的 1 第 一 20 3 3

2 第 六 18 3 3

3 第 七 26 4 4

4 第 十 三 26 4 4

5 伊 興 24 3 3

6 栗 島 21 3 2 1

7 鹿 浜 菜 の 花 29 4 4

8 新 田 8 1 1

9 花 畑 22 3 3

10 東 綾 瀬 24 3 2 1

218 31 29 2

（学校運営部 学務課）

固定級　合計 76 69 73

7 5 10

15 5 4

9 10 10

2 4 2

9 10 5

11 6 4

6 9 11

10 8 8

4 5 11

3 7 8

区分 障がい種別 No 学校名
学　級　数

１年 ２年 ３年

固定級　合計

小計

休学級

小計

小計

通級　合計

令和４年４月７日現在

区分 障がい種別 No 学校名
学　級　数
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■特別支援教室利用児童数(小学校) 令和４年４月７日現在

H28 H29 H30 計 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

情緒 133 ○ 千寿小学校 38 6 8 13 5 6 0

136 ○ 千寿双葉小学校 27 2 5 8 2 6 4

134 ○ 千寿桜小学校 31 3 5 12 4 4 3

139 ○ 千寿本町小学校 17 1 6 1 4 2 3

135 ○ 千寿常東小学校 27 5 5 3 3 6 5

138 ○ 千寿第八小学校 29 3 4 1 6 7 8

141 ○ 辰沼小学校 42 4 7 9 7 2 13

145 ○ 中川小学校 19 2 0 8 1 7 1

147 ○ 中川東小学校 18 2 5 5 3 1 2

146 ○ 中川北小学校 38 5 4 9 5 5 10

169 ○ 六木小学校 24 3 3 8 3 4 3

167 ○ 保木間小学校 34 4 2 7 9 8 4

148 ○ 中島根小学校 40 1 4 7 10 9 9

166 ○ 渕江第一小学校 32 6 6 3 9 3 5

165 ○ 渕江小学校 26 2 2 10 3 7 2

154 ○ 西保木間小学校 24 1 4 4 4 3 8

140 ○ 竹の塚小学校 30 0 5 6 12 4 3

174 ○ 鹿浜五色桜小学校 48 4 7 6 7 13 11

128 ○ 鹿浜第一小学校 26 1 6 8 5 5 1

126 ○ 皿沼小学校 24 0 4 7 5 2 6

116 ○ 北鹿浜小学校 12 1 1 3 3 0 4

129 ○ 鹿浜西小学校 27 2 6 4 7 4 4

131 ○ 新田小学校 40 5 3 9 10 6 7

150 ○ 西新井小学校 31 9 1 8 3 6 4

151 ○ 西新井第一小学校 20 4 1 2 5 5 3

110 ○ 興本小学校 37 2 6 7 9 7 6

170 ○ 本木小学校 15 5 4 2 2 2 0

142 ○ 寺地小学校 28 5 2 2 8 7 4

102 ○ 綾瀬小学校 34 2 7 7 6 3 9

159 ○ 東綾瀬小学校 13 1 4 3 2 1 2

115 ○ 北三谷小学校 24 4 3 3 4 6 4

161 ○ 東加平小学校 25 6 3 1 6 5 4

163 ○ 東渕江小学校 27 6 3 5 6 2 5

109 ○ 大谷田小学校 20 1 5 4 5 4 1

149 ○ 長門小学校 27 4 6 4 6 3 4

117 ○ 栗島小学校 28 2 4 6 5 4 7

162 ○ 東栗原小学校 23 2 3 4 3 7 4

101 ○ 青井小学校 18 0 1 8 5 2 2

112 ○ 加平小学校 36 5 7 11 5 5 3

164 ○ 平野小学校 37 9 3 3 8 7 7

障害
区分

学校
ＣＤ

導入年度
小学校

児　　童　　数
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■特別支援教室利用児童数(小学校) 令和４年４月７日現在

H28 H29 H30 計 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

障害
区分

学校
ＣＤ

導入年度
小学校

児　　童　　数

情緒 156 ○ 花畑第一小学校 39 2 11 8 8 6 4

157 ○ 花畑西小学校 17 4 3 3 0 4 3

111 ○ 桜花小学校 40 6 9 4 5 10 6

155 ○ 花畑小学校 35 6 4 8 5 5 7

158 ○ 花保小学校 34 7 10 3 5 5 4

143 ○ 舎人小学校 12 2 3 1 3 2 1

125 ○ 古千谷小学校 43 5 3 9 12 11 3

144 ○ 舎人第一小学校 28 2 6 4 4 5 7

103 ○ 足立入谷小学校 10 1 0 2 2 2 3

122 ○ 江北小学校 53 10 7 12 5 11 8

108 ○ 扇小学校 35 4 4 7 14 2 4

168 ○ 宮城小学校 27 4 4 8 5 3 3

114 ○ 亀田小学校 50 4 6 15 11 12 2

118 ○ 栗原小学校 18 2 3 5 1 3 4

132 ○ 関原小学校 34 10 7 4 9 3 1

106 ○ 梅島第一小学校 25 4 3 5 3 7 3

130 ○ 島根小学校 38 5 9 5 9 4 6

105 ○ 梅島小学校 20 3 4 4 1 8 0

107 ○ 梅島第二小学校 22 3 10 4 0 4 1

172 ○ 足立小学校 63 5 14 11 13 11 9

173 ○ 弥生小学校 44 5 6 8 7 9 9

120 ○ 弘道小学校 35 3 4 4 8 6 10

121 ○ 弘道第一小学校 20 5 5 3 3 4 0

152 ○ 西新井第二小学校 22 8 1 6 4 2 1

153 ○ 西伊興小学校 36 2 8 7 7 6 6

119 ○ 栗原北小学校 33 1 2 10 5 4 11

104 ○ 伊興小学校 28 2 4 3 7 6 6

160 ○ 東伊興小学校 45 3 4 10 10 12 6

23 26 19 計 2,022 248 319 404 381 357 313
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■特別支援教室利用生徒数(中学校) 令和４年４月７日現在

R1 R2 計 1 年 2 年 3 年

情緒 312 〇 第十四中学校 19 7 7 5

329 〇 西新井中学校 21 9 8 4

315 〇 入谷中学校 8 3 4 1

314 〇 伊興中学校 19 8 8 3

316 〇 入谷南中学校 10 6 1 3

317 〇 扇中学校 9 0 7 2

322 〇 江南中学校 9 5 3 1

325 〇 新田中学校 20 12 7 1

338 〇 鹿浜菜の花中学校 15 3 7 5

339 〇 江北桜中学校 12 6 6 0

318 〇 加賀中学校 16 6 4 6

337 〇 六月中学校 31 12 7 12

302 〇 第四中学校 11 2 5 4

303 〇 第五中学校 12 7 2 3

304 〇 第六中学校 11 5 2 4

305 〇 第七中学校 18 7 6 5

307 〇 第九中学校 14 6 6 2

308 〇 第十中学校 16 6 5 5

301 〇 第一中学校 18 4 5 9

327 〇 千寿桜堤中学校 11 3 3 5

326 〇 千寿青葉中学校 16 6 6 4

309 〇 第十一中学校 26 13 10 3

303 〇 青井中学校 12 2 6 4

321 〇 栗島中学校 28 13 13 2

310 〇 第十二中学校 11 3 5 3

311 〇 第十三中学校 28 14 7 7

333 〇 東綾瀬中学校 10 7 1 2

319 〇 蒲原中学校 10 7 1 2

336 〇 谷中中学校 21 7 10 4

334 〇 東島根中学校 5 0 2 3

335 〇 渕江中学校 9 3 5 1

328 〇 竹の塚中学校 19 5 9 5

330 〇 花畑中学校 10 6 3 1

331 〇 花畑北中学校 4 1 3 0

332 〇 花保中学校 9 3 1 5

12 23 計 518 207 185 126

障害
区分

学校
ＣＤ

導入年度
中学校

生　徒　数
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教育委員会情報連絡 

青少年課 

事業実施報告（４月） 

行事名 実施日 会場 参加者数 

中高生の居場所づくり 
3日（日）10日（日） 

17日（日）24日（日） 
新田地域学習センター他 14人 

科学体験講座 

10日（日） 

ギャラクシティ 

10人 

16日（土） 8人 

24日（日） 9人 

あだち日曜教室 10日（日） 梅田地域学習センター 25人 

ジュニアリーダー研修会 

23日（土）24日（日） 鹿浜五色桜小学校 17人 

23日（土） 弘道小学校 16人 

24日（日） 西新井第一小学校 20人 

事業実施予定（５月） 

行事名 実施日 会場 参加予定数 

中高生の居場所づくり 

1日（日）8日（日） 

15日（日）22日（日） 

29日（日） 

新田地域学習センター他 30人 

科学体験講座 

7日（土） 

ギャラクシティ 

10人 

8日（日） 20人 

29日（日） 10人 

あだち日曜教室 8日（日） 梅田地域学習センター 30人 

ジュニアリーダー研修会 

1日（日） 西新井第一小学校 30人 

7日（土）8日（日） 梅島小学校 30人 

15日（日）22日（日） 学びピア 21/千寿双葉小学校 30人 

21日（土） 弘道小学校 30人 

22日（日） 中央本町地域学習センター 30人 

28日（土）29日（日） 新田小学校 第二校舎 30人 

ジュニアリーダー 

スーパー研修会

15日（日） 梅田地域学習センター 35人 

29日（日） 宮城ゆうゆう公園 35人 

親子体験キャンプ 29日（日） 舎人公園キャンプ場 30人 

二十歳の集い実行委員 

応募者説明会 
19日（木） 1202 会議室 未定 
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公益財団法人足立区生涯学習振興公社

行事実施結果（４月 1 日～４月３０日） 

事業名 日時 会場 参加人数 

足立ジュニア吹奏楽団 第 32回定期演奏会 
4/23(土) 

19:00～20:00 
西新井文化ホール 186人 

足立ジュニア吹奏楽団 卒団式 
4/23(土) 

20:30～21:00 
西新井文化ホール 136人 

動画配信 

配信月 内容 

2月～配信中 
あだち放課後子ども教室 「スタッフ募集」 

YouTube配信、Facebook配信（公社 HPから視聴可能） 

行事実施予定（５月１日～５月３１日） 

事業名 日時 会場 予定人数 

足立ジュニア吹奏楽団 入団式 
5/11（水） 

18:30～19:30 
西新井文化ホール - 

あだち放課後子ども教室 

安全管理講習会 

講師：（株）フクシ・エンタープライズ派遣講師  

5/13（金）～ 

5/28（土） 

計 4回 

生涯学習センター 

ほか 3会場 
各 50 人 

スポーツ指導者スキルアップ講習会

運動機能向上のためのトレーニング（前期高齢者の運動指導） 

講師：田中 秋乃氏（健康運動指導士） 

5/14（土） 

13:00～17:00 
生涯学習センター 30人 

あだち放課後子ども教室 

「見守りスタッフ」活動説明会 

5/26（木） 

10:00～11:00 
生涯学習センター 10人 

子どもの未来応援アウトリーチコンサート in 親子サロン  

出演者：山本 奈央氏（オカリナ）、志野 文音氏 

（クラシックギター）

5/26（木） 

11:10～11:40 
エル・ソフィア 32人 

第 84 回 あだちアートリンクカフェ 

テーマ：「デザインの仕事」と「地域活動」

ゲストスピーカー: 猪又 章夫氏  

（ろじゆらデザイン・デザイナー／千住いえまちメンバー）  

5/27（金） 

18:30～20:00 
生涯学習センター 25人 

スポーツ指導者スキルアップ講習会

運動あそびと体力向上トレーニング（小学生の運動あそび）

講師：篠原 俊明氏（共栄大学講師） 

5/28（土） 

13:00～17:00 
生涯学習センター 25人 
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